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② 事業名 

 近代における女性による『源氏物語』講義と後代への影響 

 

③ 事業の目的 

【研究の動機】 

『源氏物語』は、紫式部によって書かれたとされる世界最古の長編物語である。同じく

紫式部の日記『紫式部日記』には、寛弘 5（1008）年に宮中で広く読まれていたことを示す

記述がある。 

その後に成立した菅原孝標女の『更級日記』には、『源氏物語』を読みたいと願う少女時

代が記されていることから、『源氏物語』の成立から 7～10年ほどの間に孝標女のような地

方官の娘たちにも広くその存在が知られ、いわゆる「女の物語」として享受されていたこ

とが確認できる。その一方で、この物語は、藤原（世尊寺)伊行の『源氏釋』や藤原（御子

左）定家の『奥入』など平安時代末期から鎌倉時代初期には学問の対象となり、また歌の

基本的な題材となって、男性の中で享受されていく歴史を辿る。定家の息子・藤原為家の

中院山荘では、『源氏物語』講義を求めて来訪した飛鳥井雅有に為家自身ではなく、後妻で

ある阿仏尼が約三ヶ月間にわたる『源氏物語』講義を行っていることから（「嵯峨のかよひ

ぢ」）、女性の中での受容は確認されるが、むしろ「源氏よみ」としての御子左家にいた女

性だからこそこうした講義が可能であったと思われる。男性の学問の対象となった『源氏

物語』と女性や子供の読み物としての『源氏物語』には、作品を同じくしながらも、その

享受において別の道を辿り、これが近代にいたってようやく男女が同じ『源氏物語』を読

んでいくという一本の道につながった。このような問題意識のもとで、近代の、特に『源

氏物語』をめぐる女性の享受や教育を考究した研究はほとんどないことが本研究の動機で

ある。 

【問題意識】 

明治・大正・昭和初期に女子教育の発展に邁進した女性に下田歌子がいる。下田が生き

た明治時代には、出版技術が飛躍的に向上したこともあり、次々と活字による『源氏物語』

のテキストが刊行され、独学で読むことが出来るようになり、一挙に読者層を拡大してい

った。英語や独語に翻訳された『源氏物語』も登場した。明治 45（1912）年には与謝野

晶子が『新訳源氏物語』（金尾文淵堂）を刊行し、大正 2（1934）年に全 4 冊を完結して

いる。近代の女性の手になる『源氏物語』の代表作といえるだろう。 

これまで、近代の女性が読み解く『源氏物語』についてはあまり言及されてこなかった

が、おそらくそれは、前述したような研究的な読解の系譜のなかに女性が入り込む余地が



なく、和歌や国文学、漢文学の学識に裏付けされた、女性である紫式部が書いた『源氏物

語』を女性が講義する意義が世間一般に知られることがなかったためであろう。そもそも

国文学という概念は明治期になって、ドイツをはじめ海外から導入されたものであり、国

文学の体系は海外に留学し、学んだ男性達によって主導されていた。アカデミズムとして

の国文学の中に、下田の源氏物語講義がどのように位置づけられていたかはあらためて検

討の余地がある。明治時代～戦前までの女学校の授業でも『源氏物語』の授業は行われて

はいるものの、講師は女性であったとしても、原則としてそのテキストは、男性のための

ものであった。 

【明らかにしたい事項と意義】 

そこで、本研究では、近代における女性が読む『源氏物語』に焦点をあて、女性が学問

として『源氏物語』を講義し、一方でその講義を女性が学ぶ意義を明らかにする。江戸時

代までの『源氏物語』の学問的研究は男性の独壇場であり、それは明治にいたっても同じ

で、女性はまだまだ少数派であった。そのような環境下で、下田の講義録が世に問われた

意義は大きいといえる。下田歌子の『源氏物語』の講義は、早稲田大学の坪内逍遥のシェ

ークスピア講義と並ぶ名講義と言われているが、坪内逍遥と並ぶ、名講義という評価とア

カデミズムとしての評価がそのまま当時において等価のものだったのかという課題は残る

だろう。また、後世に与えた影響もあわせて考察することで、下田の『源氏物語』をめぐ

る著作を歴史的に位置付けることを企図している。 

当時、例えば与謝野晶子の『源氏物語』は、本来の女性たちの間で受け継がれてきた『源

氏物語』の系譜に位置すると考えられ、新しい「現代語訳」としての側面を多く持ち、多

くの読者を獲得した。天才歌人として著名な晶子は平安文学にも造詣が深く学識も豊かだ

ったが、近代の源氏ブームを牽引し、その大衆化に大きな功績を残したのである。一方、

下田歌子の『源氏物語講義』は、自らが多くの女子学生に対して行った講義録である。こ

れは講義録であるがゆえに、平安末期から男性たちによって享受されてきた学問としての

『源氏物語』の系譜に属すると考えられる。ただし晶子ほどに、『源氏物語』の価値を当時

の一般の知識人や読者層に知らしめたとは考えにくい。この二人の源氏物語へのかかわり

方、成果を比較することによって、下田が『源氏物語』のどのような点を教え子たちに伝

えたかったのか分析・考察する。 

近代の女子教育者については、これまで個々人の著作の研究や人物伝、偉人伝、あるい

は彼女たちの言動からの探究が進められているが、講義そのものではないにしても、その

実際の授業の様子がうかがえる講義録は貴重である。そして何よりも、なぜ『源氏物語』

だったのか。そして下田の『源氏物語』講義がどのように受け止められていたのか、特に

男性主導の国文学（アカデミズム）との関係は重要な問題を孕んでいるだろう。『源氏物語』

講義を中心に据えつつ、その問題と女子教育者たちの誕生の背景、またそこでどのような

授業が展開されていたのか、また国文学と女性教育者との関係など、多角的な問題が明ら

かになると思われる。 

 



④ 事業実績・研究成果（具体的に） 

下田歌子が女子教育の現場にその一歩を踏み出した、桃夭学校から、華族女学校を経て、

帝国婦人協会付属実践女学校に至るまでの課目・授業数及び使用したテキストを中心にそ

の変遷を追った。そしてそこでは、漢文学および国文学、とりわけ『源氏物語』をどのよう

に教育に活かしていたのかを考察した。また、跡見女学校の関係資料からの比較も行った。

さらに、女子学生向けの「読本」を調査し、学制発布から昭和初期（とりわけ下田歌子の没

年まで）の各年代で、新聞掲載記事なども含めて教材に『源氏物語』がどう反映しているか

の調査を行った。当時の女子学生に向けては、特に『源氏物語』の「明石」巻が好まれてい

たことも判明した 

 

⑤ 研究成果の発表・活用（学会発表・論文掲載・地域連携・産学連携など） 

・論文 

  「下田歌子と『源氏物語』―女子教育黎明期の平安文学―」（『論集『平安朝の文学と文

化―紫式部とその時代―』武蔵野書院。校了』） 

 ・講演 

   『源氏物語』の読者たちー『更級日記』を中心にー（恵那市民大学・実践女子学園連

携講座、2024年１月 27日、恵那市中央図書館） 

・講座 

   1）学びなおす紫式部（2023年 6月 27日、7月 11日。於：三鷹市西多世代交流セン

ター、主催：三鷹市） 

２）新しく出会う紫式部－『紫式部日記』を中心に－（2023 年 12月 28日、2024

年 1月 29日。於：田無総合福祉センター、主催西東京市） 

３）「学びなおす紫式部～『紫式部日記』を中心に～」（2024年 2月 16日、3月 1

日、3月 8日。於：生涯学習センター川口分館 主催：八王子市） 

 

⑥ 今後の展開・継続性について 

当時、与謝野晶子の『源氏物語』は、多くの読者を獲得し、近代の源氏ブームを牽引し、

その大衆化に大きな功績を残した。一方、下田歌子の『源氏物語講義』は、女子学生に対し

て行った講義録である。これは講義録であるがゆえに、平安末期から男性たちによって享受

されてきた学問としての『源氏物語』の系譜に属すると考えられる。ただし晶子ほどに、『源

氏物語』の価値を当時の一般の知識人や読者層に知らしめたとは考えにくい。与謝野の源氏

と下田の源氏の違いを考えることで、特に下田がこの物語をどのようなものと捉えていた

かが鮮明になるであろう。近代の女性の『源氏物語』の享受の多様性が見えてくるとともに、

与謝野の源氏を対象化することも可能であるように思われる。また、下田の源氏も当時の男

性側のアカデミズムとおのずから異とするところがあった。そのことを明らかにすること

で、女性がいかに学問として『源氏』と対峙するかという問題が浮上しよう。あわせて、こ

の研究により、男性側の『源氏』研究を対象化し、批判的に意味づけることも可能であろう。 


